
会議名
開催日時
場所 町民会館　202号学習室
出席者 14名中　11名（審議委員9名、事務局2名）
会議次第 1．開会

2．会長あいさつ
3．教育長あいさつ
4. 協議事項
　（1）文化財保護事業経過報告について
　（2）パトロール結果について
　（3）見宗寺応急対応について
　（4）シダレグリ保存管理計画について　
　（5）その他　
　　　　・町並み保存について
　　　　・油屋について
　　　　・辰野町資料について
　　　　・説明板、標柱について
　　　　・文化財保護研修会について

5．その他
・研修視察について

6. 閉会
　

※　現地視察

1．開会

2．会長あいさつ

3．教育長あいさつ

4．協議事項
   (1) 文化財保護事業経過報告について

①
・月一回の石造文化財の編集会議の実施

・辰野町資料115号発行予定
② 文化財保護活動
・
・

　　　③ 埋蔵文化財発掘調査
・ 遺跡立会い　12件
・ 試掘調査　１件

会議結果 　　　④小野宿問屋保存会
・ 月1回の定例公開の実施

　 ・ 7/30：第21回公民館夏季公開講座
・ 8/7 ：夏季特別公開
・ 10月：視察研修

　　　⑤辰野町石造物調査会
・ 9月 ：研修視察
・ 10月：道祖神をたずねる案内
・

　　　⑤小野のシダレグリ自生地保全友の会
・ 毎月第２月曜日作業
・ 6/27：視察研修

会　議　録
辰野町文化財保護審議会（第2回）
平成28年10月20日（金）　午後2時30分～午後5時00分

・７月・9月：文化財パトロール

6月：県文化財パトロール

文化財保護審議会

6月：町並み保存研修



会議結果  （2）パトロール結果について

 （3）見宗寺応急修理について

・

・ 古木の保護や世代交代等、公園活用も含め幅広く方向性を検討していきたい。

 （5）その他
・ 町並み保存について

文化的景観の選定に向けて動き始めた。
県教育委員会指導主事を招いて学習会を開き、問屋夏季講座では、後藤治
先生を招いて、町並み保存に関する講演も実施した。

・
具体的な進捗はない。相談があったところで対応していきたい。
していきたい。

・ 辰野町資料について
115号は町内一周駅伝大会の特集号となる。

・ 説明板・標柱について
パトロール結果などをもとに、手長神社本殿ほか４本を更新する。

・ 文化財保護研修会について
　11月10日開催するので参加していただきたい。

　5．その他
・ 研修視察について

11月ころに実施したい。白馬村方面を検討中

6. 閉会

・現地視察
　　・見宗寺山門
　　・古城のケヤキ
　　・小野のシダレグリ自生地
　　・宿の平のサイカチ

竜西：薬王寺瑠璃殿の痛みが将来的に懸念される。神明神社の軒先に痛みあり
観察が必要。保存木の樹勢は全体的に治療の甲斐あって回復したが、周辺の下
草刈りが間に合っていない印象。上辰野のヒカリゴケは周辺に首元まで笹が生
い茂りたどり着くのが難しいが保存に一役買っている。

柱などが傷んできていたため、傾斜を防ぐ目的で応急修理が行われたと、住職
から町へ報告。修繕届を出していただいた。

現地測量がほぼ終了し、1本1本についての現地調査も終了したため、8月に策定
委員会を実施した。幼木の生育状況を調査し、再度10月に策定委員会を実施。
今年度残りは根系の調査を予定。

油屋について

 （4）シダレグリ保存管理計画について

油屋について

竜東：見宗寺山門の応急処置。神明神社、毘沙門堂、御陵が塚のサワラや法性
神社社叢、岩花のコウヤマキなどを確認。

北部：保存木を中心にパトトール。よく手入れされ樹勢も良い。宿の平の保存
木は腐食が進んでおり、電線に干渉する枝も切り詰める予定とのこと。山ノ神
の森の看板について、本数の掲示は再検討の必要があるのでは。


